様式第２号（第４条関係）

（表)

景観形成基準対応説明書

	行為の場所

（地名地番）
	和光市



	行為の種類
	建築物
	区分
	１　新築　　２　増築　　３　改築

４　外観の変更（１　修繕　　２　模様替　　３　色彩の変更）

	
	工作物
	区分
	１　新設　　２　増築　　３　改築

４　外観の変更（１　修繕　　２　模様替　　３　色彩の変更）

	
	物件の堆積
	遮へい物
	１　植栽　　２　鋼板　　３　その他（　　　　　　　　　　　）

	勧告基準・変更命令基準（変更命令基準は、建築物又は工作物に限る。）

	建築物・工作物
	□　色彩の制限基準に該当する色彩及び点滅する光源が形成する面積の合計（着色していない石、土、木、レンガ及びコンクリート等の素材で仕上げる外観の部分を除く。）が、外観のうち各立面につき、当該立面の面積の３分の１を超えない。

	物件の堆積
	□　堆積の高さが３ｍを超えない。

	
	□　遮へい物があり、周囲から堆積物が見えない。

	
	□　遮へい物の色彩について、色彩の制限基準に該当する色彩の面積が、外観のうち各立面につき、当該立面の面積の３分の１を超えない。

	景　　観　　形　　成　　基　　準　　　　　　　　　　　　　　　

	建
築
物

	配置
	□　周辺景観の特性を踏まえ、地域の景観に与える影響に留意している。
□　崖地の稜線や神社仏閣などの地域の優れた眺望を大切にし、道路その他の公共の場所における視点場からの眺望の保全に配慮している。

	
	規模、大きさ
	□　建築物の大きさは、周辺景観との連続性に配慮し、圧迫感を生じないようにしている。

□　周辺のまちなみや建築物の形態と調和した形態としている。

□　外観を構成するものは、周辺景観との連続性に配慮し、位置をそろえている。

	
	形態意匠
	外壁
	□　周辺景観との調和に配慮し、素材を選択している。
□　特に歴史資源のある周辺では、歴史・文化・伝統の趣を感じさせるよう、建築物低層部の形態や意匠に配慮している。

	
	
	屋根
	□　周辺景観との調和に配慮し、素材を選択している。

	
	
	屋外階段
	□　建築物本体と調和した外形としている。

	
	
	建築設備等
	□　屋上設備や配管などの付帯設備等は、外部から直接見えにくいように壁面、ルーバー等で囲っている。また、ルーバー等は建築物本体と調和する外形としている。

	
	
	色彩
	□　建築物の色彩は、周辺景観との調和に配慮し、色彩の制限基準に該当する色彩の使用を控えるよう配慮している。

□　多色使い又はアクセント色の使用に際しては、使用する色彩相互の調和、使用する量のバランスに配慮している。

□　商業業務系土地利用の地域では、アクセントカラーなどを適切に使用することにより、にぎわいの演出に配慮している。
□　工業・流通業務系土地利用及び公益文教系土地利用の地域では、建築物の外壁に極力低彩度の色彩を使用するように配慮している。


(裏)

	景　　観　　形　　成　　基　　準　　　　　　　　　　　　　　　

	建
築
物
	その他
	植栽等
	□　敷地内には、地域の景観に調和した樹種の植栽に配慮している。道路等の公共空間に面する部分の植栽に配慮している。

□　緑化に当たっては、周辺景観との調和や崖線、農地、河川等の緑や街路樹等との連続性に配慮している。

□　敷地内に残すべき自然（斜面林、湧水等）や歴史的な資源がある場合は、これらを生かした空間の形成とその保全に配慮している。

	
	
	照明
	□　照明は、周辺景観との調和に配慮し、夜間景観を演出するような照明方法の工夫を行っている。

□　点滅する光源は避けるように配慮している。

	
	
	外構
	□　圧迫感のある閉鎖的な塀・擁壁を避けるように配慮している。

	
	
	付属設備
	□　駐車場やごみ置き場等は建築物本体と調和するような形態や意匠とするよう配慮している。

	工
作
物
	配置
	□　周辺景観の特性を踏まえ、地域の景観に与える影響に留意している。

□　崖地の稜線や神社仏閣などの地域の優れた眺望を大切にし、道路その他の公共の場所における視点場からの眺望の保全に配慮している。

	
	規模、大きさ
	□　工作物の大きさは、周辺景観との連続性に配慮し、圧迫感を生じないようにしている。

□　周辺のまちなみや建築物の形態と調和した形態としている。

□　外観を構成するものは、周辺景観との連続性に配慮し、位置をそろえている。

	
	形態意匠
	外壁
	□　周辺景観との調和に配慮し、素材を選択している。

	
	
	色彩
	□　工作物の色彩は、周辺景観との調和に配慮し、色彩の制限基準に該当する色彩の使用を控えるよう配慮している。

□　多色使い又はアクセント色の使用に際しては、使用する色彩相互の調和、使用する量のバランスに十分配慮している。

	
	その他
	植栽等
	□　敷地内には、地域の景観に調和した樹種の植栽に配慮している。道路等の公共空間に面する部分の植栽に配慮している。

	
	
	照明
	□　照明は、周辺景観との調和に配慮し、夜間景観を演出するような照明方法の工夫を行っている。

□　点滅する光源は避けるように配慮している。

	物件の堆積
	□　資材等を堆積する場合は、人の目線より低く整然と堆積し、堆積物の周辺は植栽等で遮へいしている。
□　遮へい物を設置する場合、遮へい物の色彩は、周辺景観との調和に配慮し、色彩の制限基準に該当する色彩の使用を控えるよう配慮している。


注意

１　番号がある箇所は、該当する番号に○を付けてください。

２　該当する□内に✓印を付してください。




























